
指 標

指標の意義

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 分母のうちHbA1cの最終値*1が8.0％未満であった外来患者数

分母 過去1年間に90日以上の糖尿病の薬物治療が施行されている外来患
者数"

収集

期間

調整

方法

指標の計算式、分母・ 分子の解釈

2018年間数値報告

考察・分析

血糖コントロール

最小値13.06 25％値53.91 中央値73.49 75％値82.17 最大値94.95 （％）

回答病院48病院 うち外れ値は1病院

2018年から民医連指標35の定義を変更し、今後は厚労省共通指標14によって糖尿病患者の血糖コントロールを評

価・分析していきます。

指標変更にあたって学会の推奨内容や厚労省の定義等は下記URLなど参照してください。

2016年5月「高齢者糖尿病の治療向上のための日本糖尿病学会と日本老年医学会の合同委員会」から「高齢者糖

尿病の血糖コントロール目標」が発表され、血糖コントロールの目標は患者の個別の状態を考慮して設定すること、重症

低血糖を避けるため目標下限値を設定して安全な治療を行うことなど推奨しました。

（http://www.jds.or.jp/modules/important/index.php?page=article&storyid=66）

厚生労働省は「医療の質の評価・公表等事業」で2017年度から共通指標の測定を開始し、上記の「HbA1cの最終値

が8.0％未満」を分子とする血糖コントロールの評価指標の集計を進めています。共通指標の全項目や定義詳細は下記

URLでダウンロードできます。

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000166331.html）

糖尿病患者の血糖コントロール状態を示す指標であり、合併症を予防するには適切にコントロールすることが推奨され

ている

Ａ）糖尿病薬物治療患者の血糖コントロール
Process

厚14
（厚労省共通指標）
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